
2008年6月1日 

時を読む 

水谷 賀津子 

私は昨夜、言いようのない不安と、心臓が圧迫されるような苦しさを覚えて寝つくことができませ

んでした。思わず祈ると、昨日の中国四川省の大地震で生き埋めになっている人々のことが浮か

んできました。もしかしたら、瓦礫に埋もれて助けを求めているそれらの人々を祈れ、と主が命じ

ておられるのかも知れないと思いました。しばらく祈っていると苦しさが少し和らいで、震災の地に

主のいやしが届いていることが信じられました。 

朝目覚めた時、♪御霊よ来たりませ 御霊よ来たりませ♪ とさんびが内側から溢れ、「時を読

む」という言葉が浮かんできました。それは、今という時に主の願いを見ることではないかと思いま

した。そして、「平和の祈りとさんび」の時に関係している、という思いがしました。「平和の祈りとさ

んび」は、この地の平和のために、主の心に私たちの心を響かせる時。主の願いを祈り、さんび

する時です。 

子羊の群れでは、2001年のアメリカ同時多発テロの直後から、毎月「平和の祈りとさんび」の時を

持つようになりました。世界中が驚愕し、深い悲しみにおおわれた時、ピーター先生はこのビジョ

ンを主から受け取られました。そして、私たちが天のさんびを主に捧げれば捧げるほどに、「さん

びがこの地をいやす」という信仰が深められてきました。 

５月も８、９、10日と持たれましたが、９日、ピーター先生と美津子さんから「今回は特別に霊的な

攻撃を感じる、気をゆるすことなく祈るように」と伝えられました。美津子さんの右目が突然腫れたり、

働き人の中には頭痛を訴える者や不安感を覚える者がいました。これまでもよく、「平和の祈りとさ

んび」の時に、世界中のどこかで大きな災害などが起きることがありました。 

そして、今回もまた中国に大地震が起きてしまった。朝刊には死者が8600人（今は６万人以上に

もなっています）を超えると書かれていました。現象だけを見るなら、まるで私たちのさんびが聞

かれなかったかのようです。できることならこんな大地震は起きてほしくなかったと、私の知性は主

に叫ばずにいられません。しかし、だからこそ私はこの地のいやしを祈るために、主から天のさん

びを託されたのだと確信しているのです。恐ろしい現象世界のただ中で、今も生きておられる神

の愛を信じることができる。それはすでに十字架が完成し、私たちが死さえも飲み込む復活のい

のちに生かされているからなのです。 

折しもペンテコステの時、聖なる御霊が今、天のさんびとなって全地に注がれています。私たち

が今という時に主の心を読み、この地球のいやしを祈りさんびするなら、復活のいのちが全被造

物に注がれる。 

なお、あなたがたは時を知っているのだから、特に、この事を励まねばならない。すなわち、あ

なたがたの眠りからさめるべき時が、すでにきている。なぜなら今は、わたしたちの救が、初め

信じた時よりも、もっと近づいているからである。夜はふけ、日が近づいている。それだから、わ

たしたちは、やみのわざを捨てて、光の武具を着けようではないか。      （ローマ13:11-12） 

光の武具とは天のさんび。やがて恐ろしい現象世界は復活のいのちに飲み込まれ、この地に

救いが完成するのだと信じます。                                (2008/5/13) 

  

「第１７回 子羊の群れリトリート」のお知らせ 

日時：2008年8月28日(木)～30日(土)   

会場：滋賀県「大津プリンスホテル」 

※8月27日(水)は、リーダーのための総会があります。 

「ぶどうの木」に挟み込まれている申込み用紙をご利用下さい。 

費用など詳細については、「ぶどうの木」をご覧下さい。 

 

 

平和の祈りとさんび 6月5日～7日 
子羊の群れでは毎月３日間(本部事務局は午後４時から)、平和のための祈りとさんびを捧げる

時をもっています。ミャンマーではサイクロンによって、また中国四川省では大地震によって想像

を絶する被害がもたらされてしまいました。傷んだ人々と傷んだ大地のために心を合わせ、祈り

たいと思います。以下は、今月のさんび曲です。 

第１日目 １.～ ６.まではHatoさんび集ⅠＣＤ Disc6 「お言葉通りこの身になりますように」と共に賛美で
きます。 

１. H-100  さんび満ちませ(Ⅰ)(Ⅱ) ５. H-107  人のいのちは 
２. H-103  安息日の主である ６．H-109  地をいやしたまえ(Ⅰ)(Ⅱ) 
３. H-104  主のみこころを行う者は  ７．H-502  シャローム イェルゥシャライム(Ⅱ) 
４. H-105  あなたはわたしのもの ８. 応答歌Ａ-32 エルサレムのために平安を祈れ 

第２日目  

１. H-57   雨のアレルヤ  ５. H-277  あじさいの花(Ⅳ) 
２. H-274  あじさいの花(Ⅰ)  ６. H-279  主を信頼せよ(Ⅱ) 
３. H-275  あじさいの花(Ⅱ)  ７．応答歌A-9 主はわたしの牧者 
４. H-276  あじさいの花(Ⅲ) ８. H-358  わたしは山に向かって(全) 

第３日目  

１. H-492  コンフィテミニ ドミノ(Ⅲ)  ４. H-578 愛と平和の神
 H-491  コンフィテミニ ドミノ(Ⅱ)  ５. H-621 Dios es Mi Salvación 
 H-490  コンフィテミニ ドミノ(Ⅰ)  ６. H-618 Cantad al Señor Dios 
２. H-598  あなたのみ言葉はわが足のともしび(Ⅰ)  ７. H-533 語ろう(Ⅳ) -放て- 
３. H-610  生きているのはもはやわたしではない(Ⅱ) ８. H-534 語ろう(Ⅴ) -歌え- 

 

 

６月芦屋教会 礼拝＆聖書研究  

日曜礼拝（10:30～） 水曜聖研（10:30～） 

1日 礼拝 4日  

8日 礼拝 11日 詩篇96篇 

15日 いやし礼拝（ルナホール） 18日 使徒行伝24章 

22日 礼拝 25日 ローマ人への手紙７章 

29日 礼拝   

 

子羊の群れ本部事務局 TEL 0798-32-1005 HPアドレス http://www.kohitsuji.com/ 


